
建設予定地

旭文化の杜公園

県
道
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層
、
配
置
な
ど
は
今
後
の
設
計
で
決

定
し
ま
す
。

建
設
予
定
地

　
新
庁
舎
の
建
設
予
定
地
は
、
旭
文

化
の
杜
公
園
内
の
一
部（
別
図
）と
し

ま
し
た
。　

　
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
の
中
心

部
で
都
市
基
盤
も
整
備
さ
れ
、
市
民

の
利
便
性
が
高
い
こ
と
、
防
災
機
能

を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
、
交
通
の

便
や
ほ
か
の
官
公
署
と
近
接
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
、
総
合
的
に
勘
案
し

て
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
規
模
と
概
算
事
業
費

敷
地
面
積
／
約
１
万
㎡

庁
舎
延
床
面
積
／
１
万
２
千
㎡
以
下

概
算
事
業
費
／
約
53
億
５
千
２
百
万

円

基
本
計
画
と
は

　
新
庁
舎
の
規
模
や
部
署
の
構
成
、

概
算
事
業
費
な
ど
、
今
後
の
設
計
に

生
か
す
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
建
物
の
形
や
階

※�

概
算
事
業
費
は
本
体
工
事
費
、
外

構
工
事
費
、
解
体
工
事
費
、
上
水

道
・
排
水
工
事
費
を
含
み
ま
す
。

今
後
の
建
設
市
場
動
向
や
建
築
構

造
な
ど
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

６
つ
の
基
本
方
針

●
市
民
に
開
か
れ
た
庁
舎

　
人
に
優
し
く
、
分
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
機
能
と
安
全
性
に
配

慮
し
ま
す
。

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
対
応

し
た
庁
舎

　
全
て
の
人
が
、
安
心
し
て
快
適
に

利
用
で
き
る
場
に
し
ま
す
。

●
住
民
自
治
の
拠
点
と
な
る
庁
舎

　
市
民
と
行
政
が
連
携
し
て
、
市
民

の
活
発
な
交
流
を
促
進
す
る
場
に
し

ま
す
。

●
市
民
の
安
全
･
安
心
を
支
え
る
庁

舎
　
高
度
な
耐
震
性
や
耐
水
性
、
防
火

性
な
ど
、
災
害
に
対
応
で
き
る
機
能

を
備
え
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
機
能
す

る
場
に
し
ま
す
。

●
環
境
に
優
し
い
庁
舎

　
省
資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

た
め
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
配
慮
し

ま
す
。

●
行
政
需
要
の
変
化
に
対
応
で
き
る

庁
舎

　
行
政
組
織
の
変
化
な
ど
に
対
応
で

き
る
、
機
能
的
で
柔
軟
性
の
高
い
も

の
に
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
新
庁
舎
建
設
班

☎
62
‐
５
３
９
０

市
で
は
老
朽
化
や
耐
震
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
新
庁
舎
建
設
事
業
を
進
め
る
た
め
、

建
設
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
年
は
こ
の
基
本
計
画
を
も
と
に
設
計
を
行
な
い
、
平
成
32
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

新
庁
舎
建
設
の
基
本
計
画
を
策
定

昭和39年に完成した現在の市役所本庁舎

ど
ん
な
新
庁
舎
が

で
き
る
か
な
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